
10

裏
路地

険
探

■
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
選
ん
だ
村 

田
結
を
歩
く
／
豊
岡
市
田た

い結

全
国
的
に
も
稀
少
な
水
生
植
物
や
昆
虫
が
息
づ
き

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
餌
を
つ
い
ば
む
環
境
豊
か
な
田
結
の
村

お
千
度
参
り
や
齋
衆
な
ど
、古
い
風
習
が
今
も
残
る

　

平
成
20
年
、コ
ウ
ノ
ト
リ
が
舞
い
降
り

た
こ
と
で
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

豊
岡
市
田た

い結
。
豊
か
な
生
態
系
が
保
た

れ
て
い
る
日
本
で
も
貴
重
な
場
所
と
し

て
、
東
京
大
学
を
始
め
と
す
る
研
究
者

た
ち
が
度
々
調
査
に
訪
れ
て
い
る
。

　

津つ
い
や
ま

居
山
湾
の
東
側
、
日
本
海
に
面
す

る
田
結
は
、
世
帯
数
50
戸
ほ
ど
の
小
さ

な
集
落
。
高
度
成
長
期
の
頃
ま
で
は
半

農
半
漁
で
生
計
を
立
て
、
集
落
の
谷
筋

に
は
15
町
歩
の
田
畑
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
生
活
様
式
の
変
化
や
鳥
獣

被
害
な
ど
で
田
ん
ぼ
を
作
る
人
間
が
い

な
く
な
り
、
平
成
18
年
を
最
後
に
休
耕

田
へ
と
姿
を
変
え
て
し
ま
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
豊
富
な
湧
水
や
鹿
に
よ

る
表
面
の
踏
み
荒
ら
し
な
ど
は
、コ
ウ
ノ

ト
リ
が
好
む
、
樹
木
が
密
集
し
て
い
な
い

明
る
い
湿
地
を
保
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
湿

地
で
は
、
絶
滅
危
惧
種
の
水
生
植
物
や

昆
虫
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
特
に
珍
し
い
と
い
わ
れ
た
の
は
、
オ

オ
ア
カ
ウ
キ
ク
サ
。
但
馬
型
が
見
ら
れ

る
の
は
田
結
だ
け
だ
そ
う
で
す
。
ト
ン
ボ

だ
け
で
も
約
40
種
も
い
る
ん
で
す
よ
」

と
は
、
区
長
の
島
本
又
治
さ
ん
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
舞
い
降
り
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
地
元
で
は
村
総
出
で
餌
場

と
な
る
湿
地
作
り
を
始
め
た
。

　

ま
た
、
勉
強
会
や
研
究
者
の
受
け
入

れ
、
学
生
の
環
境
学
習
な
ど
を
積
極
的

に
行
う
な
ど
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ

よ
う
と
村
全
体
で
盛
り
上
げ
て
い
る
。

　

昨
年
７
月
に
は
円
山
川
下
流
域
が
、ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
（
特
に
水
鳥
の
生
息
地
と

し
て
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
に
関
す
る

条
約
）の
条
約
湿
地
に
登
録
。
集
落
に
訪

れ
る
人
が
増
え
る
中
、
女
性
た
ち
に
よ
る

ガ
イ
ド
「
案
ガ
ー
ル
ズ
」
も
発
足
し
た
。

　

探
検
当
日
、
案
内
を
お
願
い
し
た
副

区
長
の
大
島
克
幸
さ
ん
は
、「
田
結
は
昔

か
ら
団
結
力
が
強
い
土
地
柄
」
と
話
す
。

元々はジル田と呼ばれる湿田であった田結の湿地。今も栄
養の少ない明るい湿地が保たれている。稀少な水生植物は
もちろんのこと、ホタルもゲンジ、ヘイケ、ヒメボタルと3
種同時に見ることができる。

西光寺所蔵の「春日曼荼羅」
は、全国的にも珍しく、但馬
唯一のもの。鎌倉時代の作
で、描写は緻密。「仏様は表
情豊かで人間味がある」と
住職は話す。市指定文化財。

願かけ地蔵として、いつの頃からか、
トウガラシを供えてお参りすると、ひ
とつだけ願いが叶うと伝えられてきた。

高台にある鎮守の森。氏神である八坂神社（正面）
は、京都の祇園社から分霊をお迎えしたもの。元々
は村の要所にあった他の4社も、現在は同じ場所に
祀っている。北但大震災の追悼や成人式、防災祈願
の年3回、お千度参りが行われる。

至
三
原
地
区

蚕
の
神
様
で
あ
る
神
水

神
社
に
は
、
蚕
の
天
敵

で
あ
る
ネ
ズ
ミ
よ
け
の

た
め
の
猫
石
が
残
る
。

八坂神社

養蚕の神様
神水神社

至
気
比
の
浜

明
治
期
、地
元
で
活
躍

し
た
相
撲
取
り「
時
ノ

浦
」の
顕
彰
碑

お千度参りの竹札
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●「裏路地探険」参加募集
平成25年 4月13日（土）
10:00 〜 12:00

「新温泉町海上を歩く」 
新温泉町海上（うみがみ）

＊実施日の10日前までに、18
ページ掲載のＴ2編集部へ、
住所・氏名・年齢・電話番号・
「裏路地参加希望」とお書きの
上、ハガキで申し込みください。
開催は午前中、現地集合・現
地解散となります。申込締切日
後、案内を参加ご希望の方へ
送付致します。

集
落
に
は
寺
院
が
１
つ
し
か
な
い
こ
と
も

あ
り
、
宗
教
的
な
結
び
つ
き
で
団
結
が

保
た
れ
て
き
た
と
い
う
。
今
で
も
葬
式
の

際
に
は
齋

と
き
し
ゅ
う衆と

呼
ば
れ
る
人
々
に
よ
っ
て

取
り
仕
切
ら
れ
、
地
区
で
葬
儀
を
行
う

「
外

そ
と
と
む
ら弔い
」の
慣
習
が
残
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
高
台
に
あ
る
八
坂
神
社
で
は
、

年
に
３
度
、
本
殿
の
周
囲
を
回
り
な
が

ら
、
千
本
の
竹
札
を
奉
納
す
る
「
お
千

度
参
り
」
が
行
わ
れ
る
。
身
内
の
大
病

や
手
術
な
ど
で
は
、
そ
の
都
度
、
回
復

を
願
っ
て
お
千
度
さ
ん
を
す
る
そ
う
だ
。

　

さ
ら
に
、
大
正
14
年
の
北
但
大
震
災

で
も
団
結
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
さ

れ
て
い
る
。
全
83
戸
中
82
戸
が
倒
壊
す

る
被
害
を
受
け
た
震
源
地
の
田
結
。
そ

れ
に
先
立
つ
明
治
24
年
、
大
火
に
見
舞

わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
住
民
は
救
助
よ

り
、
養よ

う
さ
ん蚕
で
使
用
し
て
い
た
焜こ
ん
ろ炉
の
火

を
消
し
て
回
っ
た
。
他
地
区
が
火
災
で

多
く
の
死
者
を
出
す
中
、
７
名
の
圧
死

者
を
出
す
に
と
ど
ま
っ
た
と
い
う
。

　

今
で
も
田
結
は
防
災
の
意
識
が
高

く
、
共
同
井
戸
や
火
の
見
や
ぐ
ら
は
現

役
で
使
わ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

　
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
選
ん
だ
村
」
と
し
て
、

新
た
な
交
流
が
生
ま
れ
た
田
結
。
研
究

者
は
「
村
総
出
で
出
迎
え
て
く
れ
る
こ

と
が
う
れ
し
い
」
と
話
す
そ
う
だ
。
ま
さ

に
「
田
」
が
「
結
」
ん
だ
“
縁
”
を
コ
ウ
ノ

ト
リ
が
運
ん
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

細い路地が入り組む田結のまち並
み。海沿いの町特有の焼き板塀の家
が軒を並べている。

西光寺は高野山真言宗の
寺院で、かつては背後の
山中に本坊があったとさ
れ、中世に里に降りたと
伝わる。寺を中心として、
集落が形成された。本堂
の前には「弘法大師の足
跡」の石が置かれている。

風谷古墳の天井の1
枚岩の巨石。海と関わ
りの深かった豪族の
墓とみられている。

昔から名産であった「神水わかめ」。肉厚で、
味と香りがよいと重宝されている。毎年、
5月下旬には「わかめ祭り」が催される。

地元の女性たち15名が所
属するガイドグループ「案
ガールズ」。ガイド料：1人
500円（マップ付）。（申込）
豊岡市コウノトリ共生課
0796-21-9017

田結のシンボルである大島。
かつては海面にあった。

小学生が岸壁に描いた
生物多様性の壁画

大正6年に開設された八十八ヶ
所巡りは、88体の石仏を巡るハ
イキングコース。石仏は青年団が
一体ずつ背負って運んだもの。

八十八ヶ所巡り
（大師道）登り口

小井戸浜古墳
田結の大島

防火の神様
秋葉神社

八坂神社

田結の地神
久西神社

愛
宕
神
社

養蚕の神様
神水神社

田結研修
集会所

六地蔵と
震災記念碑

西光寺

鸛見庵 田結湿地

田結川

中腹展望台からは
気比の浜が一望

6世紀末頃～7世紀
初頭に築造されたと
される風谷古墳

トウガラシ地蔵

頂上は久美浜、
夕日ヶ浦まで望める

かつてはここまで
海だった。家から釣
りができたそう。

わかめ
干し場

共同井戸

才の神

お気軽にご相談ください

資産運用

朝来市 竹田城跡


